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日

蓮
に

お

け
る

地
涌
菩
薩

　
　
　
　
　

守
護
の

問
題
を
中
心
と

し
て

桑

名

法

晃
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一

　

は

じ

め

に

　

日

蓮
に

お

け
る

師
自

覚
の

表
明
に
つ

い

て

は
、

法
華
経
の

行

者
を
中

心
に

種
々

に

論
じ

ら

れ

て

き
た

が
、

地
涌

菩
薩
に

関
す
る

先

行
研
究
は

主
と

し

て

次
の

二

点
に

集
約
さ
れ

る
。

第
一

に
、

上

行
自
覚
の

表
明
に

至
る

過
程
に
つ

い

て

の

考
察
で

、

い

つ
、

い

か

な

る

条
件
を
経
て

上
行

自

覚
が

表
明
さ

れ
た

か

と
い

う
問
題

。

第
二

に
、

日

蓮
は
地

涌
・

上
行

自

覚
を

持
ち
な

が

ら

自
己
と

同
定
し

た

説
示
が

極
め

て

少
な
い

と

い

う

こ

と

に

関
わ

る

考
察
で

、

そ
の

特
色
の

指
摘
か

ら

そ
の

理
由

、

日
蓮
11

上

行
を
記
す

『

頼
基
陳
状
』

に
つ

い

て

の

問
題

等
が

論
じ

ら

れ
て

い

る
。

前

者
に

つ

い

て

は

既
に
一

定
の

成

果
が
上

げ
ら

れ

て

お

り
、

後
者
に
つ

い

て
は

今
な
お

論
議
が

重
ね

ら

れ
て

い

る
。

　

筆
者
は

こ

れ

ま

で
、

右
の

地
涌
自

覚
表
明
に
つ

い

て

の

問
題

、

ま
た

法
華
経
の

行
者
自
覚
と

地

涌
自
覚
両
者
の

関
連
性
に
つ

い

て
、

『

観
心
本

尊

抄
』

や

始
顕

本
尊
を

中
心
に

検

討
し

、

昨
年
度
は

法

華
経
の

行
者
自

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

1
）

覚
の

表
明
に
つ

い

て

考
察
を

行
っ

た
。

こ

れ
ら

を

受
け
て

、

本
稿
で

は

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六

十
四

巻
第
一

号
　
平
成
二

十
七

年
十
二

月

地

涌
菩

薩
の

表
記

、

中
で

も

地

涌
菩
薩
の

守
護
に

着
目
し

た
い

。

日

蓮

遺
文
に

お

け
る

地

涌
菩
薩
に

関
す
る

表
記
を

み

る

と
、

神
力
品
に

お
け

る

別
付

属
の

菩
薩
で

末
法
に

出

現
し

て

五

字
を

弘
め

る

と

い

う
説
示
が

最
も
多
く

、

次
い

で

多
く
み

ら

れ

る

の

が

地
涌

菩
薩
の

守
護
の

説
示
で

あ
る

。

地
涌
の

守
護
に
つ

い

て

は
、

日

蓮
に

お

け

る

師
自
覚
を

論
ず
る

中
に

お
い

て

問
題

と
し

て

触
れ

ら

れ

る

こ

と

は

あ
ま
り
な
い

が
、

右
の

問

題
に
つ

い

て

更
に

理

解
を

深
め

る

た

め

に
、

こ

こ

で

は

地
涌
菩
薩
の

守
護
に

関
わ
る

二

・

三

の

問
題

に
つ

い

て

考
察
を
試
み
た

い
。

二

　
三

仏
の

守
護
と
の

関
連

　
三

仏
の

守
護
に

つ

い

て

は
、

諸

菩
薩
諸
天

等
の

守
護
も
そ

の

中
核
は

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

三

仏
で

あ
る

と
い

う
指
摘
が

み

ら

れ

る
。

確
か

に
三

仏
を

中
核
と

し
て

諸

尊
の

守
護
が

あ
る

が
、

三

仏
の

守
護
が

あ
り
な
が

ら

も
地

涌
の

守
護

が
強

調
さ

れ

る

場
合

、

地
涌
を
単
独
で

挙
げ
る

場
合
も

あ
る

。

よ
っ

て

地

涌
菩
薩
と

三

仏
の

守
護
と

の

関

連
、

特
に

地

涌
菩
薩
が

強
調
さ
れ
る

意
味
に
つ

い

て

確
認
す
る
こ

と
は
重
要
で

あ
ろ

う
。
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日

蓮
に
お

け
る

地
涌
菩
薩
（

桑

名）

　
『

真
言
諸

宗
違
目

』

（
定
遺
六

四
〇

頁
）

に

は
、

三

仏
と
と

も
に

地

涌
菩

薩
の

守
護
が

説
か

れ

る

が
、

三

仏

よ

り
も

地

涌
が

先
に

記
さ
れ

、

地
涌

菩
薩
を

強

調

す
る

意
図
が
感
じ

ら
れ

る
。

地
涌
単
独
の

説
示
は

、

『

観
心

本
尊
抄
』

の

「

四

大
菩
薩
の

守
護
」

、

『

高
橋
入
道
殿

御
返
事
』

の

「

上

行
菩
薩
の

加
被
」

で
、

前

者
に
つ

い

て

は

後
述
す

る

が
、

三

仏

の

守
護

が

根
底
に

あ

り
な
が

ら
も

、

意
識
が

地

涌
菩
薩
に

置
か

れ

て

い

る

こ

と

が

看
取
で

き
、

後
者
も
同

様
に
上

行
菩
薩
の

守
護
が

強

調

さ
れ

る
。

　
『

真
言
諸
宗
違
目

』

は

『

開
目

抄
』

の

抄
意
を

述
べ

た

も
の

で
、

法
華

経
の

行

者
た

る

日

蓮
が

地

涌
の

守
護
を

蒙
る

と

い

う
説
示
の

初
出
で

あ

る
。

そ
こ

に

は

地

涌

菩
薩
へ

の

強
い

意
識
が

窺
え

る

わ

け
で

あ
る

が
、

こ

こ

で

は

守
護
の

主

体
と

自
覚
の

境
地

と

が

符
合

し

て

い

る

こ

と

が

更

に

注
目
さ

れ

る
。

こ

れ

は

迹
化
の

菩
薩
の

立

場
で

は

あ
る

が
、

『

寺
泊
御

書
』

（

定
遺
五
一

五

頁）

に

既
に

看
取
で

き
、

そ
の

後
日

蓮
の

地
涌
自
覚
の

表
明
が

「

観
心

本
尊
抄
』

に

始
ま

り
、

『

法
華
取
要

抄
』

に

お

け
る

上

行

自
覚
の

表
明
へ

と

展
開
し

て

い

く

中
で

、

『

以
一

察
万

抄
』

に

両
者
が

符

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
（

3
）

合

す
る

こ

と

が

端
的
に

示
さ

れ

る
。

更
に
「

高

橋
入

道

殿
御
返

事
』

（
定

遺
一

〇

八

五

−
六

頁）

で

は
、

値
難
の

説
示
に

関
し

て

自
身
は
あ

く
ま

で

五

字
弘
通
の

行

者
と

し

て

記
さ

れ
る

が
、

日

蓮

自
身
の

自
覚
と

守
護
の

菩
薩
と

が

合
致
し

て

い

る
こ

と
が
確
認
で

き
る

。

　
こ

れ
ら

の

説
示
は

、

『

真
言
諸
宗
違

目
』

や

『

道

場
神
守
護
事
』

に

も

引
か

れ

る

『

止

観
輔

行
伝

弘
決
』

巻
八

之
三

の

文
「

必

仮
穿

心
ノ

固
畊

二

神
・

守
・

即
・

竃
」

と

も

関

係
を

有
す
る

も
の

と

思

わ

れ
・

自

身
の

自

覚
・

境
地
に

応
じ
て

守
護
の

主

体
が

決
ま

る
、

こ

と

が

考
え
ら

れ
る

で

あ

ろ

う
。

三

　
大

曼
荼
羅
と
の

関
連

守
護
力
が

増
す
と

い

う

　
地

涌
菩
薩
を

三

仏
、

諸
天

等
と

併
記
し

た

説
示
も
散

見
さ

れ

る
。

こ

こ

に

は

地

涌
菩
薩
を

特
別

視
し

た

様
子
は

窺
え
な
い

が
、

大

曼
荼
羅
と

の

関
連
を

想

起
さ

せ

る
。

大

曼
荼
羅
は

礼
拝
の

対
象
と

と

も
に

御
守
と

し

て

の
一

面

も
持
つ

が
、

従

来
大
曼
荼
羅
乃
至
本
尊
に

つ

い

て

論
ず
る

際
に
こ

れ

ら
の

説
示
が
重
視
さ

れ

る
こ

と

は

な

か
っ

た

よ

う
で

あ
る

。

　
そ
の

初
見
は

文
永
九

年
五

月
二

十
六

日

の

『

日

妙
聖

人
御
書
』

（
定
遺

六

四
七

頁
）

で

あ
る

。

日

妙
の

捨
身
求

法
の

訪
問
に

対
す
る

賞
讃
の

中

で
、

日

妙
を

法
華
経
の

行
者
と

称
し

、

三

仏
以
下

地
涌
諸
天

等
の

守
護

の

あ
る

こ

と

が

示
さ

れ
る

。

「

影
の

身
に

そ
う
が
ご

と

く
」

と
い

う
表
現

は

常
に

そ
の

守
護
が

あ

る

こ

と

を
意

味
し

て

お

り
、

こ

こ

か

ら
法

華
経

の

行
者
に

は

大
曼

荼
羅
世
界
が

顕

現
し

、

そ
こ

に

安
心
の

世
界
が
あ
る

も
の

と

考
え
ら

れ

る
。

同
年
六
月
十
六

日

図
顕
の

大
曼
荼
羅
で

は
、

釈

迦

多
宝
の

他
に

梵

字
の

み
の

勧

請
で

あ
り

、

地
涌

以

下
の

諸

尊
は

み

ら

れ

な
い

。

四

菩
薩
の

勧

請
は

図
顕
日

時
が

わ

か

る

中
で

は

始
顕

本
尊
を

初
出
と

す
る

が
、

大

曼
荼
羅
勧
請
以
前
か

ら

日

蓮
の

内
奥
に

は

は
っ

き

り
と
か
か

る

諸
尊
の

守
護

、

来
集
が

実
感
さ
れ

て
い

た
こ

と
が

窺
え
る

。

　
檀
越
に

対
す
る

地

涌
菩
薩
の

守
護
と

同
じ

く
、

三

仏
以
下
の

諸
尊
が

日

蓮
を
守
護
す
る

と
い

う
説
示
も
み

ら

れ
る

。

そ
の

代
表
例
と

し

て
『

撰
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時
抄
』

の

末

文
（
定
遺
一

〇

六
一

頁
）

が

挙
げ
ら

れ

よ

う
。

本
抄
で

は

行

者
自

覚
の

表
明

を

通
し
て

自
身
の

上

行
自

覚
が

強
く
表
明
さ
れ
る

が
、

末
文
に

は

上

行

自
覚
者
日

蓮
に

対
し

て

客
体
と

し

て

の

地
涌

菩
薩
が

あ

る
こ

と

が

示
さ

れ

る
。

先
述
の

『

高
橋
入
道
殿

御
返

事
』

と

同
様

、

地

涌
乃
至

上

行

菩
薩
の

自

覚
者
で

あ
っ

て

も
客
体
と

し

て

の

地
涌

菩
薩
の

守
護
を

頂
く
こ

と

に
よ

り
題
目
五

字
の

弘
通
が

叶
う
と
い

う
の

で

あ
る

。

た

だ
、

客
体
と

し

て

の

地

涌
菩
薩

、

そ

の

守
護
で

あ
っ

て

も
、

本
抄
の

記
述
か
ら

守
護
の

菩

薩
た

る

地
涌
は

行
者
と

常
に

倶
に

あ
り

、

主

客
一

体
と

な
っ

て

五

字
の

弘
通
に

励
ん

で

い

る

こ

と

が

わ

か

る
。

守
護
を
蒙

る

主

体
は

不

惜
身
命
の

題
目

弘

通
者
で

あ

り
、

そ
の

題

目

受
持
に

よ

り
、

ま
さ
に

絶
対
的
安
心
の

世
界
と

し

て

の

大

曼
荼
羅
世
界
が

実
現

す

る

の

で

あ
る

。

　

題
目
五

字
は

教
で

あ
る

が
、

そ

れ

を

行
じ
証
し

て

い

く
そ
の

証
の

世

界
が

南

無
妙
法
蓮
華
経
の

五

字
七

字
と

し

て

表
現
さ
れ

る
。

こ

の

題
目

の

付

属
を

受
け
受
持

す
る

姿
こ

そ
が

大
曼
荼

羅
の

中
尊
た

る
南

無
妙
法

蓮
華

経
で

あ
り

、

そ
こ

に

は

自
ず
と

三

仏
を
は

じ

め

四

菩
薩
以

下
の

諸

尊
が

来
集
し

、

そ
の

行
者
所
居
の

土

も
常
寂
光
土
と

な

る
の

で

あ
る

。

四
　
『

観
心

本
尊
抄
』

の

「

四

大
菩
薩
の

守
護
」

に
つ

い

て

　
こ

の

よ

う
に

み

て

く
る

と
、

『

観
心
本
尊
抄
』

流

通

分
で

四

大
菩
薩
の

守
護
が

説
か

れ
る

の

は
、

や

は

り
自
身
の

地

涌
自
覚
に

基
づ

く
説
示
の

表
れ
で

あ
る
こ

と

が
考
え

ら

れ
る

。

だ

が
、

本
抄
の

守
護
に
つ

い

て

は
、

日

蓮
に
お

け
る
地

涌
菩
薩
（

桑

名〉

日

蓮
は

守
護
を
蒙
る
の

か
、

守

護
力
を
発

揮
す
る

の

か

と

い

う
こ

と
で

解

釈
が

分
か

れ

る
。

近

年
の

先
師
の

釈
に

は
、

 
「

四

大

菩
薩
」

は
日

蓮
自
身
を
指
し

、

末
代
幼
稚
を

守
護
す
る
と

捉
え
る

確
 
日

蓮
は
「

此

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（

6
）

人
」

に

含
ま

れ
、

四

大
菩
薩
の

守
護
を

蒙
る

と

す
る

釈
、

 
そ
の

何
れ

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（
7）

の

捉
え

方
も
可
能
で

あ
る

と
い

う
釈
の

三

つ

が
み

ら

れ
る

。

　

 
の

釈
で

は
、

こ

の

四

大

菩
薩
は

末
法
出
現
の

菩
薩
で

、

そ
れ

は
本

化
の

応

現
た

る

日

蓮
を
指

す
に

他
な

ら

な
い

と

す
る

。

日

蓮
が

守
護
力

を

発
揮
す
る

と
い

う
説
示

は

遺

文
上

に

散
見
さ
れ

、

法
華
経
受
持
弘
通

の

功

徳
に

よ

る

守
護
と

、

釈
尊
或
い

は

諸
天

等
に

申
し

上

げ
る

と
い

う

例
が

確
認
さ

れ

る
。

何
れ
の

場
合
も
日

蓮
は

単
な
る

日

蓮
で

は

な
く

、

法

華
経
を

色

読
し

た
、

法
華
経
に

証
せ

ら

れ

た

日

蓮
、

法
華
経
の

行
者

と

し
て

そ

の

経
力
或
い

は

釈

尊
の

慈
悲
や

誓
願
・

菩
薩

行
を

背
負
っ

た

日
蓮
で

あ
る

。

守
護
力
を
持
つ

と
は

、

か

か

る

法

華
経
・

釈
尊
と
一

体

と

な
っ

た

と
い

う
自

覚
に

基
づ

く
叙
述
で

あ
る

と

思
わ

れ

る
。

そ
の

意

識
は

既
に

『

真
言
諸

宗
違
目

』

（

定
遺
六一
二

入

頁）

に

み

ら

れ
、

『

顕
仏
未

来
記
』

（

定
遺
七

四
二

頁）

に

て

も
確
認
で

き
る

。

こ

こ

か

ら
法
華
経
を
実

修
実

証
し

た

立

場
で

著
さ

れ

た

『

観
心

本
尊
抄
』

に

お
い

て

も
、

そ
の

日
蓮
が

守
護
力
を

発
揮
す
る
と

い

う
解
釈
も

十
分
に

成

り
立
つ

で

あ
ろ

う
。

　
し
か

し

そ

の
一

方
で

、

日

蓮
自

身
に

関
わ

る

地
涌

菩
薩
守
護
の

説
示

は
日

蓮
は

専
ら

守
護
を

蒙
る

側
と
し

て

説
か

れ
る

。

故
に

こ

の

点
か

ら

考
え
る

な

ら

ば
、

本
抄
の

記
述
も
日

蓮
は

守
護
を

蒙
る

側
と

解
す
べ

き
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日
蓮
に
お

け
る

地

涌
菩
薩
（

桑

名）

　
　

　
（
8

）

で

あ
ろ

う
。

だ

が

法
華
経
の

行
者
或
い

は

地
涌
自

覚
者
日

蓮
と
し

て

の

叙
述
に

お
い

て

も
、

守
護
さ

れ

る

日

蓮
、

守
護
す
る

日

蓮
と

い

う
両
側

面
が

認
め

ら

れ

る
の

で

あ
っ

て
、

そ
の

両
様
の

解
釈
が
成

り
立
つ

と

い

え
る
で

あ
ろ

う
。

五

　

ま
と
め

　

以
上

、

地

涌
菩
薩
の

守
護
の

説
示
を
中
心
と
し

て

考
察
を

試
み
た

。

　

ま
ず、

守
護
の

主

体
と
自
覚
と

が

符
合
し

て
い

る
こ

と

を

論
じ
た

が
、

こ

こ

か

ら

地
涌
の

守
護
が
強
調
さ

れ
る

中
に

、

日
蓮
に

よ
る

地

涌
自
覚
の

高
ま
り
を
窺
う
こ

と

が
で

き
よ

う
。

『

開
目

抄
』

で

は

地

涌
自

覚
に

あ
え

て

全
く
触
れ
な
い

が
、

『

真
言
諸
宗
違
目

』

に

着
目
す
る
こ

と

で
、

『

開
目

抄
』

に

お

け
る

法
華
経
の

行
者
自
覚
の

表
明
と

そ
の

内
意
に

お

け
る
地

涌

自
覚
と
の

関
連
を
更
に

理
解
す
る

こ

と

が
で

き
る

で

あ
ろ

う
。

　

ま

た
、

大
曼
荼
羅
乃

至

本
尊
に

つ

い

て

考
察
す
る

際
に

、

三

仏
以
下

地

涌
等
の

諸
尊
の

守
護
の

説
示
は

よ

り
注
目

さ

れ

る

べ

き
で

、

大
曼
荼

羅
世
界
実
現
と

い

う
観
点
か

ら
も

、

日

蓮
は

も
と

よ

り
弟
子
・

檀
越
そ

れ

ぞ

れ
の

立

場
か

ら

更
に

考

察
を
進
め

て

い

く
必
要
が

あ
ろ

う
。

　
『

観
心
本
尊
抄
』

に

お
け
る

守
護
の

記
述
を
め

ぐ
っ

て

は
、

日
蓮
に

お

け
る

守
護
力
と

い

う
点
に

着
目
し
た

が
、

守
護
力
を

発
揮
す
る

日
蓮
が

守
護
を

蒙
る

存
在
で

も

あ
り

、

多
様
な

面
を
同

時
に

有
す
る

こ

と

が

わ

か

る
。

日

蓮
が

守
護
力
を

持
つ

こ

と

の

背
景
に

は
、

釈
尊
・

法

華
経
の

力
、

主
師

親
三

徳
論

、

三

大

誓
願
等
が

あ
る
こ

と

が

考
え
ら
れ

、

こ

れ

ら
の

点
に
つ

い

て

も
改
め

て

別
に

論
じ

た
い

。

1
　
拙

稿
二

〇
一

四
。

　

　

2
　
渡

辺

宝

陽
一

九

七
］

、

七
亠

ハ

頁
。

3
　
「

地
涌
千
界
一

分
蒙
二

加
備・

行
者
也
」

（
都
守
基
一
一

九

九
八

、

九
六

頁
）

。

4
　
大
正

第

四
六

巻
四

〇
一

頁
a

。

　

　

5
　
望

月

歓

厚
一

九
三

三
、

三

六

四

頁

等
。

　

　

6
　
茂
田

井

教

亨
一

九

九

五
、

　一

九

六

頁

等
。

7
　
茂
田
井
教
亨
一

九
八
三
、

＝一
＝
一

頁
等。

　

　
　

8
　
た
だ

日

蓮
が

守

護
を

蒙
る

と
い

う
説
示

は

専
ら

値
難
に

ふ

れ
た

叙
述
で

あ
る
こ

と

か

ら
す
れ

ば
、

必
ず
し

も
他
の

例
に

倣
う
必
要
性
は

な
い

と

も
い

え
る

。

〈

二

次
文
献
〉

桑
名
法
晃
「

日
蓮
に

お

け
る

師
自
覚
の

表
明
に
つ

い

て

ll

佐
渡
期
以
降
遺
文

　
に
お

け
る

「

法
華
経
の

行
者
」

の

表
記
を

中

心
と

し
て

ー
」

（
『

印
仏
研
』

　
第
六
三

巻
第
→

号
、

二

〇
一

四
、

一

八
一

−
一

八

四

頁
）

渡
辺
宝
陽
「

日
蓮
聖

人
に
お

け
る
「

三

仏
」

帰
命
」

（

『

大

崎
学
報
』

第
一

二

五
・

　
一

二

六

号、
　一

九
七
一

、

六
〇

1
八
〇

頁
）

都
守

基
一

「

『

法
華
取
要
抄
』

の

草
案
に
つ

い

て
」

（

「

大
崎
学
報
』

第
一

五

四

　
号、

一

九

九
八

、

七

三

1
＝
二

九
頁
）

望
月
歓
厚
『

日
蓮

聖
人

御
遺
文
講
義
』

三

巻

（

龍
吟
社

、

一

九
三

三
）

茂
田
井

教
亨
『

本
尊
抄
講
讃
』

（
山

喜
房
佛
書
林

、

一

九
八

三
）

茂
田

井
教
亨
『

法
華
経

者
の

精
神
』

（

大

蔵
出
版

、

一

九
九
五
）

〈
キ
ー

ワ

ー
ド

〉

　
日
蓮、

師
自
覚、

地

涌
菩
薩、

法
華
経
の

行
者、

守
護

　
　
（
立
正

大

学
大
学
院
）
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